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＜2年次研修医への調査より＞  

1．臨床研修体制・プログラムについて  

（1）研修体制についての研修医の満足度は、大学病院より臨床研修病院において高く、ま  

た、病床規模が小さい病院ほど高い。  

昨年度（1年次研修医）の満足度と比較すると、臨床研修病院では満足している者  

が11．0ポイント増加、満足していない者が0．7ポイント減少しているが、大学病院で  

は満足している者、満足していない者ともに4ポイント程度増加している。  

●平成17年度 研修体制についての満足度（臨床研修病院／大学病院）  

研修している病院の研修体制等に満足していますか  

臨床研修病院（n＝1975）  

大学病院（∩＝1771）  

合計（n＝3809）  
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匿満足している  田満足していない  ■わからない  □無回答  

●平成16年度（臨床研修病院／大学病院）   

研修体制についての満足度  

●平成17年度（病床規模別）   

研修体制についての満足度  

あなたが現在研♯しているホ院の研鯵体制等に満足していますか  
貴方が研修している病院の研修体制等に満足していますか。   

丁  



（2）研修体制に満足している理由、満足していない理由   

り 研修体制に満足している理由としては、臨床研修病院においては「職場の雰囲気  

がよい」（43．2％）、「研修に必要な症例・手技の経験が十分」（41．5％）、大学病院  

においては「指導医の指導が熱心」（25．9％）等が多い。また、300床未満の病院  

において「職場の雰囲気がよい」等の理由が挙げられている。  

（なお、本データは、「満足した」と回答した研修医がぞれぞれ選択した項目の数を  

分子とし、臨床研修病院、大学病院それぞれのアンケートに回答した研修医数を  

分母として計算している。今後の「満足している理由」「満足していない理由」は  

同様の計算法を行っている。）  

●平成17年度 研修体制に満足している理由（臨床研修病院／大学病院）  

研修体制に満足している理由（複数回答）  

職場の雰囲気がよい  

研修に必要な症例・手技の経験が十分  

指導医の指導が熱心  

コ・メディカルとの連携がうまくいっている  

雑用が少ない  

待遇・処遇が良い  

研修に対する診療科間（病院間）の連携が良い  

第一志望の病院である  

相談体制が十分整っている  

受け入れ体制が十分整っている  

教育資源（図書など）が十分  

その他  
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●平成17年度 研修体制に満足している理由（病床規模別）  

病院の研修1本制等に満足している理由（複数個答）  

職場の雰医l気がよい  

指導医の指導が熱心  

コ・メディカルとの連携が  
うまくいっている  

待遇・処遇が良い  

研修に必要な症例・手技の  
経零臭が十分  

社用が少ない   

研修に対する診療科間（病院間）の  
連携が良い  

相談体制が十分整っている  

第一志望の病院である  

受け入れ体制が十分整っている  

教育資源（国書など）が十分  

その他  

50  60  70】   10  20  



2） 研修体制に満足していない理由は、臨床研修病院においては「受け入れ体制が十   

分整っていない」（9．7％）、大学病院においては「雑用が多い」（28．0％）、「待遇・   

処遇が悪い」（26．9％）等が多い。また、昨年（1年次研修医）の満足していない   

理由と比べ、特に「受け入れ体制が十分整っていない」、「雑用が多い」が大きく増   

加している。  

●平成17年度 研修体制に満足していない理由（臨床研修病院／大学病院）  
■
 
 
 
 
－
 
 
 
一
 
 受け入れ体制が十分整っていない  

教育資源（図書など）が足りない  

指導医から十分に敢えてもらえない  

待遇・処遇が悪い  

研修に必要な症例・手技の  
経験が不十分  

相談体制が十分整っていない  

雑用が多い  

研修に対する診療科間（病院間）の  
連携が悪い  

牧場の雰囲気が良くない  

コ・メディカルとの連携が  
うまくいかない  

第一志望の病院ではない  

その他  

0  5  10  15  20  25  

●平成16年度研修体制に満足していない理由（臨床研修病院／大学病院）  

研修体制に満足していない理由は何ですか。（複数回答）  

指導医から十分に敢えてもらえない   

研修に対する診療科間（病院間）の連携が悪い  

研修に必要な手技（症例）の経験が不十分  

待遇・処遇が悪い  

受け入れ体制が十分整っていない  

コメディカルとの連携がうまくいかない  

10．0  15．0  20．0  0．0  5．0  

●研修体制に満足していない理由（平成16年度／平成17年度比較）  

平成16年度   平成17年度   

受け入れ体制が  臨床研修病院   1．7％   9．7％  

十分整っていない         大学病院   1．8％   16．5％   

雑用が多い   臨床研修病院   0．7％   5．3％  

大学病院   2．7％   28．0％   
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（3）研修プログラムについての研修医の満足度は、大学病院より臨床研修病院において高  

く、また、病床規模が小さい病院ほど高い。  

昨年度（1年次研修医）の満足度と比較すると、臨床研修病院では満足している者   

が6．5ポイント、満足していない者が1．2ポイント、大学病院では満足している者が   

3．1ポイント、満足していない者は4．7ポイント増加している。  

●平成17年度 研修プログラムについての満足度（臨床研修病院／大学病院）  

研修している病院の研修プログラムに満足していますか  

臨床研修病院（n＝1975）  

大学病院（n＝177り  

合計（n＝3809）  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％1  
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L＿＿■＿■【＿－【【一」  
国満足している  田満足していない  ■わからない  口無回答  

●平成17年度（病床規模別）  ●平成16年度（臨床研修病院／大学病院）   

研修プログラムについての満足度  研修プログラムについての満足度  

二‾▲‾‾  現在研修している研修プログラムに満足していますか   
貴方が研修している病院のプログラムに満足していますか。   

300床未満（n＝159）   

300床以上500床未満   

（n＝817）  

500床以上700床未満   

（∩＝1066）  

700床以上900床未満  

（∩＝636）   

900床以上（n＝1013）  

臨床研修病院  

院
 
 

病
 
 

学
 
 

大
 
 

O1  2肌   40％   60％   80％  100％  

囚満足していない 邑わからない □無回答1   
田満足している 田満足していない ■わからない ロ無回答1 



（4）研修プログラムに満足している理由、満足していない理由  

1） 研修プログラムに満足している理由は、臨床研修病院においては「プライマリ・  

ケアの能力を身につけられる」（37．7％）、「複数の科を回って進路を決める参考に  

なる」（25．2％）、大学病院においては「複数の科を回って進路を決める参考にな  

る」（20．9％）等が多い。また、特に300床未満の病院においては「プライマリ・  

ケアの能力を身につけられる」「全人的医療を学ぶことができる」が多い。  

●平成17年度 研修プログラムに満足している理由（臨床研修病院／大学病院）  
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プライマリ・ケアの能力を身につけられる  

複数の科を回って進路を決める参考になる  

全人的医療を学ぶことができる  

専門医研修にうまくつながりそう  

期待していた通りの内容  

その他  
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●平成17年度 研修プログラムに満足している理由（病床規模別）  

研修プログラムに満足している理由（複数回答）  

1  



2） 研修プログラムに満足していない理由は、臨床研修病院においては「1分野あた  

りの研修期間が短い（14．9％）」、大学病院においては「1分野あたりの研修期間  

が短い（23．5％）」「プライマリ・ケアの能力がよく身につけられない（20．2％）」  

等が多い。  

また、昨年（1年次研修医）と比べると、特に「1分野あたりの研修期間が短い」  

が増加している。  

●平成17年度 研修プログラムに満足していない理由（臨床研修病院／大学病院）  
‾‾－▼ 】  

‾  1  ‾            ‾▲▲   ‾‾           l           ▼ ‾  ，■－■  

研修プログラムに満足していない理由（複数回答）  

1分・野あたりの研修期間が短い  

専門医研修に  
うまくつながりそうでない  

希望する科を選択できない  

プライマリ・ケアの能力が  

よ〈身につけられない   

思っていたよりも内容が楽すぎる  

全人的医療を学ぶことができない  

思っていたよりも内容が厳しすぎる  

その他  

20  25（％）弓  

●平成16年度 研修プログラムに満足していない理由（臨床研修病院／大学病院）  

プログラムに満足していない理由は何ですか。（複数回答）  

専門医研修にうまくつながりそうでない  

iプライマリ■ケアの能力がよく身につけられない   

思っていたよりも内容が楽すぎる  

1分野あたりの研修期間が短い  

希望する科を選択できない   

思っていたよりも内容が厳しすぎる  

：団臨床研修病院l  
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●研修体制に満足していない理由（平成16年度／平成1了年度比較）  

平成16年度   平成17年度   

1分野あたりの研修期  3．7％   14．9％  

間が短い   大学病院   5．6％   23．5％  



（3）目標が十分、もしくはほぼ達成されたとした研修医の割合は、全体では64．4％、臨   

床研修病院では70．8％、大学病院では57．6％であり、臨床研修病院の方が大学病院   

より高い。  

●平成17年度 臨床研修の目標達成度（臨床研修病院／大学病院）  

臨床研修の到達目標に関して、現在の研修でどのくらい達成されたと思いますか  
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国十分達成された区＝まぼ達成された臼あまり達成されなかったヨ達成されなかった臼わからない■無回  
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2．臨床研修修了後の進路について   

（1）臨床研修修了後の研修・勤務先  

臨床研修修了後の進路は、大学病院で勤務・研修を行う者は50．4％（大学院を入れ   

ると54．2％）、市中病院で勤務・研修を行う者は37．6％であった。  

大学病院で臨床研修を行った者において、臨床研修後に大学で勤務t研修を行う者   

の割合は80．4％（大学院を入れると83．7％）であった一方、臨床研修病院で研修を行   

った者における割合は21．1％（大学院を入れると25．3％）であった。  

大学病院で臨床研修を行った者において、研修修了後に市中病院で勤務・研修を行   

う者の割合が9．1％であった一方、臨床研修病院で研修を行った者における割合は   

65．4％であった。  

研修後も臨床研修を行った病院にて研修・勤務を引き続き行う傾向があり、特に大   

学病院ではその傾向が強い。  

●臨床研修後の進路 （臨床研修病院／大学病院）  
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大学病院（n＝1738）  

合計（∩＝3515）  
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ロ基礎・社会医学系大学院に進学  田臨床系大学院に進学  

■基礎・社会医学系研究者  
田大学に在籍、紹介の病院で勤務・研修  

8市中病院で勤務■研修  口開業  

田海外勤務・留学  

臼無回答  」＿」±   
保健所等、医療行政の仕事  日医療・研究以外の仕事  

ロその他  決まっていない  

「  
臨f末研伯E修了後の進路  

現在の市中病円完で勤務・研修  

別の大字に在籍、紹介の病院で勤輝・研修する  

男りの市中病院で勤務・研修  

決まってしヽち：しヽ  

臣蕊t末系大学院に進学  

基礎・社会医学系大琴叩完に進宇  

基礎・社会医学系研究者になる  

海外暮力務・留学  

傍目建所等、医療行政の仕】■  

開業   

現在の大字に在籍、紹介の病F完で勤拝・研修する  

医療・研究以外の仕コ■  

その他  

無モ【司苔：  

0†も  10，ら  20，も  30％  40％  50，i  60％  70％   



（2）研修修了後の研修t勤務先を決定した理由  

臨床研修修了後の勤務・研修先を決定した理由では、全体では、「専門医取得につな   

がる」（39．1％）、「現在研修している」（32，5％）、「優れた指導者がいる」（32．3％）、   

「出身大学である」（30．2％）等が上位を占めた。  

臨床研修修了後の勤務先（または研修先）を決定した理由（複数回答）  
（∩＝3809）  
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、  

そ
の
他
 
 
 

医
学
博
士
が
取
れ
る
 
 
 

基
礎
研
究
が
優
れ
て
い
る
 
 
 

出
身
大
学
で
あ
る
 
 
 

子
供
の
教
育
を
考
え
た
 
 
 

へ
き
地
医
療
へ
の
情
熱
 
 
 

大
学
か
ら
の
派
遣
 
 
 

臨
床
研
究
が
優
れ
て
い
る
 
 
 

配
偶
者
の
居
住
地
．
勤
務
地
 
 
 

先
輩
医
師
の
紹
介
 
 
 

大
都
市
で
あ
る
 
 
 

出
身
地
で
あ
る
 
 
 

実
家
に
近
い
 
 
 

給
料
．
処
遇
が
よ
い
 
 

い
わ
ゆ
る
後
期
研
修
 
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
優
れ
て
い
る
 
 

施
設
．
設
備
が
充
実
 
 
 

優
れ
た
指
導
者
が
い
る
 
 
 

専
門
医
取
得
に
っ
な
が
る
 
 
 

現
在
研
修
し
て
い
る
 
 

10   



（3）研修後に専門としたい診療科  

専門とする診療科が決まっていると答えた3298人のうち、最も多い科は内科で  

14．6％であった。また、小児科は7．5％、産婦人科は4．9％、麻酔科は   

5．8％であった。小児科、産婦人科、麻酔科に関しては、20代医療施設従事医師診療   
科別割合（平成14年）よりも高くなっている。  

診療科   人数  割合  

内科   480  14．6％  脳神経外科   57   1．7％   

外科   293  8．9％  心臓血管外科   46   1，4％   

小児科   247  7．5％  総合診療科   25  0．8％   

消化器科   217  6．6％  小児外科   16  0．5％   

整形外科   213  6．5％  呼吸器外科   15  0．5％   

循環器科   207  6．3％  リハビリテーション科   15   0．5％   

麻酔科   191  5．8％  病理   15  0．5％   

産婦人科   163  4．9％  基礎系   0．3％   

精神科   142  4．3％  リウマチ科   8  0．2％   

眼科   131  4．0％  心療内科   6  0．2％   

皮膚科   131  4．0％  美容外科   6  0．2％   

放射線科   100  3．0％  緩和ケア   5  0．2％   

呼吸器科   92  2．8％  医療行政職   5  0．2％   

泌尿器科   田  2．6％  アレルギー科   3  0．1％   

耳鼻咽喉科   84  2．5％  その他   67  2．0％   

形成外科  団  18  0．5％  

救命救急  70  3298  100．0％  

神経内科  62   

＜参考＞  

20代医療施設従事医師診療科別割合（平成14年）   
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（4）診療科を選んだ理由  

「学問的に興味がある」（63．0％）、次いで、「やりがいがある」（60．2％）が多く、   

精神科、放射線科、皮膚科、循環器科では「学問的に興味がある」が70％以上となっ   

ており、産婦人科、外科、小児科、循環器科では「やりがいがある」が70％以上とな   

っていた。  

‾‾l‾▼’▼’‾▼‾▼「  

臨床研修修了後に専門とする診療科を選んだ理由（複数回答）  
（n＝3298）   
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‾l‾’’    「  
専門とする診療科と選んだ理由（複数回答）  
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（5）専門としたい診療科の変化と理由  

臨床研修の前後で将来専門とする診療科を変えた研修医は、1156人（35．1％）であ   

った。また、理由は「研修してみて興味がわいたから」（71．3％）が最も多く、「研修   

してみて大変だと思った」は17．6％であった。   
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